
第４回 富士川町民体育館建設検討委員会 会議録 

 

１ 日 時   平成 29年 1月 17日（火） 19:30～20:45 

２ 場 所   富士川町役場本庁舎 第 1会議室 

３ 出席者   ①委 員：10名出席 

        ※欠席者： 5名 

        ②役場関係者：5名 

 

４ 議 事 

（１） 新町民体育館の規模と機能（検討結果報告書案）について 

（２） その他 

 ※事務局から資料を用いて説明 

 

質 疑 

○委 員：トイレは和式とともに洋式を設置するとありますが、和式を採用せずに全て

洋式に揃えたほうが良いのではないでしょうか。 

 

事務局：洋式の場合、人が座った後で嫌だという方もいるようですので、和式も想定

しました。 

 

○委 員：特に女性でそういった方がいるようなので、和式もあったほうが良いと思い 

     ます。 

 

○委 員：今の子供は和式を使ったことがないという人もいるので、ほとんどの便器を

洋式にしたほうが良いと思います。しかし、皆さんがおっしゃったように和

式も必要だと思います。 

 

○委員長：和式も少し残すという事でよろしいでしょうか。 

 

 事務局：報告書案の記載を「洋式を主としますが和式も」といたします。 

 

○一 同：はい。 

 

○委 員：コートサイズと照明の照度などの基準について V リーグを参考にするとあり

ますが、これを数値でいうとどれくらいでしょうか。バドミントンの場合、

天井の高さが 12ｍ以上、照明が 1,200ルクス以上となっています。 



 

 事務局：V リーグの試合では、照明の照度は 1,500 ルクス以上、天井の高さは 12.5ｍ

必要となっており、これは概ね他の競技においても基準を満たすもので、こ

のような基準を参考としていくことが望ましいという記載です。  

 

 ○委 員：照明については LEDを想定していますか。 

 

  事務局：現在使用している電球のタイプが数年後には製造禁止になるようです。その

ため、今後の施設はLEDとなることを想定し、あえて記載はしませんでした。 

 

 ○委 員：トイレについてですが、大きい大会などの場合、特に女性は更衣室としても

利用します。男性用トイレより奥にするとか、出入り口の向きにも配慮して

もらいたいです。 

 

 ○委 員：シャワー室や給湯室の熱源ですが、現在は IHが主流になっています。電気で

すので安全で便利ですが、有事の際に避難所としての機能を果たさなければ

なりません。停電時に熱源を確保できるように対策しなければならないと思

います。 

 

  事務局：施設の配置や設備に関する詳細につきましては、今後の段階において、専門

家にも聞きながら進めてまいりたいと思います。 

  

 ○委 員：自然エネルギーの活用とありますが、どんなものを想定していますか。 

 

  事務局：一般的には太陽光発電などが考えられると思いますが、用地が選定されてい

ないため、様々な可能性を考慮して自然エネルギーと記載しました。 

 

 ○委 員：場所にもよりますが、水力発電とか、いろいろな可能性があると思います。 

 

 ○委 員：前回、例として示された補助金に沿う形で、諸室の名称をトレーニング室や

体力測定室としていたが、今回は多目的室となっているのはなぜですか。 

 

  事務局：前回の会議の意見から、そのような名称にとらわれず、整備が必要と考えら

れる部屋や機能を積み上げることで報告書にまとめる方法が望ましいとされ

たため、このような記載をしたところです。 

 



 ○委 員：現在の町民体育館は、「複数のケガ人の応急手当に対応できる医務室ではあり

ません」とありますが、「医務室がありません」ではないですか。 

 

  事務局：現在の町民体育館に医務室と位置付けるスペースが有る為このような記載で

すが、「複数のケガ人の応急手当に対応できる医務室がありません」と修正さ

せていただきます。 

 

 ○委 員：利用者が下足で利用できる区域の検討とありますが、土足の動線と、選手な

どの上履きの動線との接点があると汚れてしまいます。下足で利用できる区

域があるというのは便利だとは思いますが、好ましくない状態になってしま

うと思うので良く検討していただきたいです。他に良い例があればいいので

すが。 

 

  事務局：こちらでも前回会議の時に、観覧席の周りのランニングコースにおいても区

別が難しいのではないかというお話をさせていただきました。先進地におい

て、観覧席は土足で入れるところがありましたので、様々な可能性も考慮し

てこのような記載をしました。 

 

 ○委員長：そのほかに意見がないようでしたら、検討委員会における、必要なものを網

羅した望ましい規模と機能の案として、これでよろしいでしょうか。 

 

 ○一 同：はい。 

 

  事務局：たくさんのご意見をありがとうございました。第 1回から 3回までの皆様の 

      意見をまとめ、今回の報告書の案を作成いたしました。事務局では第 5 回目

も考えておりましたが、今回皆様から頂いた変更の意見が軽微なものであり

ましたので、そこの部分については修正いたしまして、委員長と副委員長に

確認していただいたものを報告書として町に提出したいと考えております。

ただし、町に提出する前には皆様にもう一度確認していただくようにいたし

ます。いかがでしょうか。 

 

 ○委員長：まだまだ修正が必要であればもう一度開かなければなりませんが、私といた

しましても、内容がまとまりましたので、今回出た意見を反映したものを皆

さんで確認していただいて、次を開かずに町に提出とさせていただきたいで

すが、よろしいでしょうか。 

 



 ○一 同：はい。 

 

  教育長：本日は貴重なご意見をありがとうございました。修正箇所については皆さん

に了解をいただく中で報告書をまとめてまいりたいと思っております。これ

まで慎重にご審議していただいたこの内容が全てとなると思っています。ご

協力ありがとうございました。 

   

  事務局：この会の設置要綱の第 7 条の報告のところに、委員長が町長に検討結果を報

告することになっておりますが、副委員長にも一緒に報告していただこうと

考えております。また、日程は準備が整いましたら報告させていただきます

が、2月中には町に報告をしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

 5閉 会 

○副委員長：お疲れ様でした。もう一度皆さんには確認していただくわけですが、何かあ 

      りましたら、ご意見等を事務局までお願いいたします。出来上がりましたら 

結果を委員長と共に町に提出したいと思います。本日はありがとうございま 

した。 

 

 ～委員会終了～ 【以上】 


